

































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7 号　2021
参加者： 2 回目の授業参加者は11名（留学生 5，国内
学生 6）， 3回目以降は10名の学生（留学生 5，国内
学生 5）が参加した．この10名の男女比は留学生が全
員女性（国籍は，インドネシア，ロシア，ルーマニア，
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表 2．参加者インタビューの結果 
 
①留学生 ②留学生 ③留学生 ④留学生 ⑤留学生
性別 女性 女性 女性 女性 女性








































































































































































































⑥日本人 ⑦日本人 ⑧日本人 ⑨日本人 ⑩日本人
性別 男性 男性 男性 女性 女性
出身 日地 日本 日本 日本 日本 本
専攻 文学 化学 物理 日本史 教育














































































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7 号　2021
（添付）
同意書
本授業「International Education」は，初めてのオ
ンライン授業ということで，担当者である私も試行錯
誤で進めましたが，皆さんの積極的なご参加で活発な
議論ができました．毎回授業時に，皆さんの授業時の
発言や授業への貢献度について，記録をさせていただ
きました．また，来週以降個別チュートリアルを行い
ますが，そこでは最終レポートに関すること，また，
授業を通じて学んだことを中心にお聞きする予定です．
今後の授業及び国際共修関連の授業改善・発展に皆
さんの発言や授業時の参加の様子を参考にさせていた
だきたいと思っております．そこで，皆さんに以下の
内容を確認いただき，2020年 6 月25日までに，参加同
意書に署名をお願いしたいと思っております．
個人情報とデータの取扱い
取得したデータや個人情報は，授業の改善及び研究
目的以外には使用しません．個人名は匿名化され，専
門学会，学術専門誌，学内研究会等を通じて研究発表
する際も個人情報は守秘されます．データの保管には
万全を期し外部へは漏洩しません．
同意の有無
同意有無を自由意志で決定してください．また，一
度同意した後でいつでも同意を取り消すことができ，
それによる不利益はありません．同意が撤回された場
合には，本調査で得られたデータを破棄し，それ以降
の研究には一切使用いたしません．但し，取り消し要
求された時点で公表済みのものがある場合は，この
データを破棄できませんのでご承知おきください．
同意することによる利益と不利益
同意されなくても不利益を受けることはありませ
ん．単位取得者に関して「International Education」
の成績評価とは関係ありません．
以上，何かご不明な点がありましたら遠慮なくお尋ね
ください．
皆さんのご理解とご協力をお願いいたします．
東北大学　高度教養教育・学生支援機構
グローバルラーニングセンター
准教授　髙橋　美能（mino.takahashi.c3@tohoku.ac.jp）
調査協力同意書
私は，以上の説明を理解し，同意します．
　　　　年　　　月　　　日
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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